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[bookmark: _Hlk137797732]3月6日： VN指数は調整圧力に押され下落 (VN-Index -0.57%）
· VN指数は前日終値付近で取引を開始したため、調整を懸念する動きが広まった。
· 取引開始時の小幅な値動きに加えて、多くの銘柄が連続した上昇からの調整を見せた。
· 上昇した銀行セクターといくつかの個別大型株が下落幅を抑えた唯一の銘柄であった。
· 後場ではその力も弱まり下落に転じた。さらにホーチミン証券取引所と証券会社間の接続が切断されたことにより投資家のパニック売りが引き起り、下落に拍車をかけた。
· 引けにかけて動きは安定したが、下落を回復することはできなかった。
· 130銘柄が上昇、356銘柄が下落、67銘柄が変わらずとなった。
· 流動性は増加し、2.4％増の24.9兆ドンとなった。
VN30指数も調整 (VN-30 -0.71%)
· 大型株で構成されるVN30 指数は、8銘柄が上昇し、18銘柄が下落、4銘柄が変わらずとなった。
· SAB (+4.07%), MSN (+1.59%), GAS (+1.39%), TCB (+1.30%)が上昇し、マーケットを支えた。
· 一方で、VRE (-3.18%), MWG (-2.60%), VPB (-1.77%), VNM (-1.64%), GVR (-2.69%)などの多岐に渡る銘柄が下落した。
セクター・個別株の動き
· HQC（+6.78％）は、新たに1億株を10,000ドンで発行し、5,7兆ドンを調達したことが好感され、上値制限まで上昇した。
· HPG (-1.12%)はテト休暇により2月の鉄鋼の売上が落ち込んだことで下落した。
· 外国人投資家は本日、1410億ドンの売り越しだった。VHM (-1.26%) 、 VIX (-2.09%)が大きく売り越された。一方、NLG (+1.30%)、SSI (-0.80%)、 CTG (-0.96%)などが買い越された。
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